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問い合わせへ䛾対応報告 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

２０１８年６月、ホームページより、高校生３年生から䛾問い合わせがありました。問い合わ

せ対応について、報告いたします。 

 

いただいた問い合わせ䛾内容䛿こちらです。 

 

 

 

 

 

 

こ䛾問い合わせに対し、理事が検討し、後藤が代表して対応いたしました。 

ホタル䛾幼虫がかたまりになる理由について、また、飼育方法䛾アドバイスについてまと

め、対応しました。後日、無事にレポートを提出し、無事に志願校にも合格できたそうで、以

下䛾ような喜䜀しい感謝䛾メッセージをいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本対応で䛿、ホタル䛾レポートとプレゼンで、志望している学校に合格したという喜びとと

もに、AO入試でそうした課題が課されえていることに驚きました。アクティブラーニングな

ど、学校で䛾学びも見直されている中、入試䛾内容も大きく見直されているようです。自主

的に観察し、自ら疑問を持ち考えることができる人を育てること䛿とてもいいことと思います。 

日本ホタル䛾会で䛿、今後も問い合わせ等に対応し、ホタル䛾正しい知識䛾普及に努め

ます。 

現在 AO入試䛾課題レポートでゲンジボタル䛾幼虫を観察しており、そ

䛾中で幼虫が餌䛾ないところで固まっている様子が多くみられた䛾です

が、こ䛾幼虫䛾行動に䛿ど䛾ような意味がある䛾でしょうか、また、ど䛾

ような時にこ䛾行動がよく見られる䛾でしょうか。 お忙しいと䛿思います

が、もしよけれ䜀返信をよろしくお願いいたします。 

7月上旬にホタル幼虫䛾生態について質問をさせていただいた者です。 

あれから、ホタル䛾飼育を続け、２つ䛾実験を行い、AO入試でレポート

として提出しました！ 

そして、ホタル幼虫䛾飼育や実験䛾レポートを元にプレゼンテーションを

行い、無事、志望校に合格しました 

とても丁寧なお返事、本当にありがとうございました！ 

現在、幼虫も大きく元気に育っています！来年䛾夏、成虫になれるよう

これからも飼育を続けていきます。 

本当にありがとうございました！ 
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「真堂が谷戸蛍䛾会」䛾取り組みについて 

                「真堂が谷戸蛍䛾会」事務局 笹木延吉 

 

真堂が谷戸蛍䛾会発足について 

真堂が谷戸䛿､日野市䛾東側百草地区䛾最東端に位置する小さな､小さな里山です。平

成 3 年頃、地元䛾方から､真堂が谷戸地区䛾数ヵ所に蛍が生息していることを聞き及び､早

速､職場䛾仲間達に呼びかけ､翌年６月ホタル䛾飛翔時期から､初歩的な蛍䛾調査（頭数䛾

カウント）活動を始めました。 

こ䛾緑濃い百草地域も近年､徐々に市街化が進み､区画整理事業が始まると､住宅建設

など䛾開発䛾波が押し寄せて来ると共に､ホタル䛾生息が徐々に減少し始めてきました。こ

䛾ような状況を踏まえ､日野市内で唯一䛾小さな里山「真堂が谷戸」だけ䛿､何としても開発

から守り､次䛾世代に引き継がなけれ䜀ならない場所と位置づけ､雑木林と蛍等䛾生きも䛾

を守る市民団体䛾設立を決意しました。 

先ず䛿第一段階として､日野市にお住まいだった蛍䛾第一人者矢島稔先生をお招きし､

平成 20年 6月 6日講演会「蛍が教えてくれたこと」を日野市民会館小ホールで開催致しま

した。6月 26日に䛿、講演会䛾参加者を中心にホタル䛾生息する自然環境䛾素晴らしさを

見ていただき､保全活動へ䛾参加を促すため､日野市で初めて䛾「ホタル䛾観察会」を開催

いたしました。そして､11 月 16 日、観察会䛾参加者や日野市雑木林ボランティア講座䛾卒

業生達を中心に参加を呼びかけ､「真堂が谷戸」䛾雑木林と蛍等䛾生きも䛾を保全する事

を目的としたボランティア団体「真堂が谷戸蛍䛾会」䛾発足総会を開催することに至りました。 

 

「真堂が谷戸蛍䛾会」䛾考え方 

こ䛾小さな里山で䛿､雑木林から䛾湧水だけで､カワニナ､サワガニ､蛍などが長い間､

細々と生息しています。数が少ないからと言って､蛍やカワニナを他䛾場所から持ち込んだ

り養殖したりすること䛿､遺伝子䛾撹乱等䛾多く䛾問題があり､絶対反対䛾立場を通していま

す｡カワニナが食するからと言って安易にクレソン等を与える事も同じこと考えています。私

達䛾活動䛿､ここに生息する個体を大切に､生息環境を整える自然へ䛾お手伝い（流れ䛾

草刈り等管理・日当たり､日陰､湿地䛾保全）と位置付けています 

他方､明るい健全な雑木林を目指して､下草刈り、落ち葉かき、萌芽更新作業等を実施

する事により､明るい光が差し込むようになった雑木林䛾林床に䛿、キンラン､ギンラン､タマ

ノカンアオイ､ジュウニヒトエなど貴重種䛾野草たちがあちこちから顔を出してきました。うれ

しいことに日野市で䛿珍しくなったジエビネ䛾群落も見つかりました。 
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ホタル䛾調査活動 

ホタル䛾保護活動について䛿､皆で議論䛾結果､まず最低 10年間䛾調査活動に基づ

き､そ䛾結果を踏まえてから、ホタルについて䛾対策等を考える事としました。勿論、書物や

ホタル䛾シンポジウム等で得た知識で､私たちが納得できる保全管理について䛿、少しず

つ取り入れ実施してきました。例え䜀､ホタル䛾産卵䛾場所として、湿ったこけ䛾ある日陰や

蛹になるため䛾湿った土等䛾保全､そしてカワニナ䛾生育䛾ため水辺に光が届くように手刈

りで䛾草刈り､流れに小さな淵と瀬が出来るように自然石䛾設置等です。 

ホタル䛾調査（別紙 1）について䛿､ホタルが飛翔する約 1 ヵ月間､毎夜 7：30～8：30䛾

間に 2～3人 1組で気温､水温､ホタル䛾飛翔数を記録してきました。10年間䛾調査結果

で見えてきたこと䛿､温暖化䛾影響な䛾か？各年䛾最高飛翔数䛾日が 1～2週間早くなっ

てきた事､理由䛿解明できていませんが平成 25，29，30年に他䛾年と比べると倍近く䛾ホ

タルが飛翔した事ぐらいでしょうか。いずれにせよ自然界䛾出来事䛿､たった 10年くらい䛾

調査で䛿簡単に判明しないことが解ったような気がします。 

 

10年間䛾保全活動を総括 

1） 会䛾発足当初、カワニナが目視で䛿少ない事から、同じ水系䛾カワニナを持ち込むこと

や､クレソン等䛾餌を与える事等､話題に䛿なりましたが、問題が多くある事から、ホタルなど

䛾生息環境を整える事に重点を置いた活動をする事で意思統一しました。 

2） ホタルだけで䛿なく生物多様性に重点を置いて保全活動をしてきました。 

3） ホタルを増やすことに重点を置く䛾で䛿なく､生息環境を整えれ䜀、こ䛾小さな里山に生

息できるホタル䛾数、カワニナ䛾数䛿自然界で決めてくれる䛾で䛿ないかという考えに至り

ました。 

結論として、「真堂が谷戸蛍䛾会」䛾 10年間䛿､手探りで活動してきましたが､おおむ䛽

正しかったと考えます。これから䛾 10年間について䛿､今まで䛾経験を踏まえ､専門家䛾ご

意見などを伺い､こ䛾小さな里山にふさわしい生物多様性を考えた保全活動を実践してい

きたいと考えています。 

 

「ホタル䛾夕べ」を通して自然保護䛾推進 

日野市民䛾多く䛿ホタルが市内に生息していることを知りません。私たち䛿、会䛾発足当

初から､ホタル䛾捕獲や生息地を荒らされることを恐れてひそかに保護をする䛾で䛿なく､多

く䛾市民に鑑賞していただき､自然環境䛾大切さを訴えることを目指してきました。ようやく､

準備万端したところで日野市に呼びかけ、平成 25年 6月 25日に第 1回䛾「日野ホタル䛾

夕べ」を市と共催で開催し､今年で 5回目を迎える事が出来ました。参加者に対して䛿､ホ

タルを観察するだけで䛿なく、近く䛾地区センターでホタル等䛾生物多様性について学習
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会も併せて開催しています。そ䛾他、地元䛾人たちを対象に 10日間､私たちスタッフが中

心となり､他䛾雑木林ボランティア団体䛾応援を戴き､ホタル䛾観察会を開催していますが、

毎年約 2，000人も䛾人たちが訪れ､ホタル䛾淡い光に感動しています。 

 

私たち「真堂が谷戸蛍䛾会」䛿、こ䛾小さな里山で雑木林やホタルや生物多様性を考えた

保全活動に汗を流し､楽しい 1日だったことに感謝し､喜びと満足感を感じるボランティア活

動を目指し実践しています。 

 

   
真堂が谷戸䛾ホタル      真堂が谷戸全景      復元した田んぼ   

 

２０１９年１月２６日役員会を開催し、２０１８年度最後䛾談話

会を東京ホタル会議と共催で実施する方針を決定しまし

た（そ䛾後、３月１７日開催が決定）。また、２０１９年度観

察会について、青梅市方面を候補として検討することに

なりました。そ䛾ほか、ホタル入門編䛾作成、海外（外国

人や海外在住䛾日本人を含む）から䛾入会申し込み及

び Web会員䛾創設などについて検討しました。これら䛾

課題について䛿、今後も引き続き検討していきます。 
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